
させぼ市政だより特別編

「市長といっちゃんの伝えたいSASEBOのこと」
が始まります
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　市長自らが佐世保市政を語る広報番組が、装いも新
たに、今月から始まります。出演者には、朝長市長を
はじめ、長崎県出身のタレント・市原隆靖さん（愛称
いっちゃん）、地元在住レポーターの小林理保さんを迎
え、市長との対談や体験取材などを通して、市政を分
かりやすくお伝えします。
　番組は、月毎にテーマを決め、民放各局で毎週土曜
放送の「させぼ市政だより」の時間帯に、各局週替わ
りで約5分間放送します。また、テレビ佐世保（ケーブ
ルテレビ）でも毎週土曜に放送します。番組の中で、毎
回さまざまなプレゼントも用意していますので、ぜひ
ご覧ください。

「ひじきのおやき」

<材料>4人分
ごはん　児児児400g
小麦粉　児児児大さじ1
卵　児児児児児2個
ひじき　児児児5g
じゃこ　児児児20g
干し桜えび　児10g
しょうゆ　児児大さじ1
塩　児児児児児少々
ごま油児児児児少々

<作り方>
虚　ひじきを戻し、少し切る。

許　ごはんに卵、小麦粉、しょうゆを加え、混ぜ合わせる。

距　許に櫛を入れ、混ぜ合わせる。

鋸　フライパンにごま油をひき、距を直径5尺ほどに広げ、両面を焦

　　げ目がつく程度に焼く。

紙1人分の栄養価　熱量 239kcal、たんぱく質9.8g、脂質4.2g、塩分1.3g

紙おかずがなくても、この一品とみそ汁で朝ごはんになります。

考えていただいた人= 岩永浩美さん（久田学園佐世保女子高校3年・受賞当時）
／平成18年度ヘルシークッキングコンテスト（市主催）・海の幸部門アイデア賞
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「市長といっちゃんの
伝えたいSASEBOのこと」

8月のテーマ
新生佐世保市は
市民第一主義です!
教育と福祉の充実

テレホンガイド

備考電話番号担当施設等項目

緯23-8199市消防局医療機関の案内

緯0180-999-999同上火災情報の案内

平日 8時30分～17時15分緯25-9705市役所子ども子育て
応援センター子どもの総合相談

平日 8時30分～17時15分
毎月第3日曜13時～16時緯22-0077青少年教育センター教育相談

水曜・祝日を除く毎日、9時～16時緯24-6180スピカ女性相談

平日 8時30分～17時15分
緯23-5693(中央)
緯31-6767(東部)
緯47-2113(北部)

市地域包括支援セン
ター介護相談

平日 8時30分～17時15分緯25-9723保健所内・総務企画
課

医療安全支援センター
（医療に関する相談）

24時間テレホンサービス緯23-4300県保険医協会健康テレホン

火・水曜、祝日、年末年始を除く毎日緯23-9455結婚相談所結婚相談

平日 8時30分～17時15分

緯24-1111市役所市民相談室一般相談・行政相談

緯22-2591市消費生活センター消費生活相談

緯32-2428市廃棄物・リサイク
ル対策課ごみ分別などの問い合わせ

緯46-5300同上粗大ごみ受付センター

緯20-0660同上不法投棄・焼却の発見など

 7時15分～18時40分緯25-5112交通局業務課市営バスセンター（運賃、忘
れ物などの問い合わせ）

編集後記
　わたしにできる環境保
全の取り組みを考えてみ
ると・・・まず、お風呂の
ことを思いついた。毎日、
家族で最後の入浴者であ
るわたしの日課（お風呂掃
除）の改善である。分量も
計らず、洗剤を多く使い
過ぎていたことを反省し、
洗剤をつけずに洗う日を
決めてみた。次に、何に
取り組むか考えることが
楽しくなってきて、癖に
なりそうな感じです。（Y）
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※平日=土・日曜、祝日、年末年始を除く日
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※おわびと訂正　7月号のテレホンガイド・健康テレホンで「緯22-2591」とあったのは「緯23-4300」の
　誤りでした。おわびして訂正します。


